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令和６年度 第１回小松島市総合教育会議 議事録 

 

１.日 時  令和７年２月１８日（火）9時から 

２.場 所  小松島市教育委員会会議室 

３.出席者  中山市長 

小野寺教育長，福田教育委員，眞井教育委員，渡部教育委員，福良教育委員 

４.事務局  勢井副教育長, 高瀬教育次長，山下学校課長，牛田学校課主幹, 角谷生涯学習課長,  

坂野生涯学習課長補佐, 西嶋教育政策課長, 中田教育政策課長補佐,        

岩永秘書広報課長 

５.概 要 

 （１）開会 

 （２）協議報告事項 

①新小学校開校に向けた現在の状況と今後の取り組みについて 

 （３）閉会 

６.議事の経過  別紙のとおり 
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岩永秘書広報課長 

ただ今から、「令和 6年度第 1回小松島市総合教育会議」を開催させていただきます。開会にあたり

まして、中山市長からご挨拶を申し上げます。 

 

中山市長 

皆さんおはようございます。総合教育会議の開催にあたり、一言、ご挨拶を申し上げます。小野寺

教育長をはじめ、教育委員の皆様には、日頃より、本市の教育の振興、さらには、子どもたちの健

全育成にご尽力いただき、深く感謝申し上げます。 

さて、今年度は、11小学校のうち 3校（櫛渕小、坂野小、和田島小）が、創立 150周年という節目

の年を迎えられました。私も、記念式典に参列させていただきましたが、それぞれの学校が、伝統

を重んじ、地域に愛されながら子どもたちが成長し、長きにわたり、その歴史を重ねてこられたこ

とを実感いたしました。 

皆様ご承知のとおり、現在、本市では、学校再編を進めておりますが、それぞれの学校の素晴らし

い伝統を引き継ぎ、更に発展させることができるよう今後も、安心安全で新しい時代に対応した教

育環境の実現に向け、鋭意、努力してまいりたいと思っております。 

それでは、本日は、新小学校開校に向けた現在の状況と今後の取り組みについてを協議報告事項と

しておりますので、委員の皆様から、忌憚ないご意見をいただくとともに、活発なご議論をお願い

いたしまして、挨拶とさせていただきます。 

本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

岩永秘書広報課長 

ありがとうございました。 

本日の会議の議事録につきましては、終了後、事務局で作成いたしまして、後日、ホームページで

公表する予定となっておりますので、ご承知おきくださいますようお願いいたします。 

それでは、議題に入りたいと思いますが、総合教育会議につきましては、設置要綱に規定されてお

りますとおり、主催が市長でございますので、以降の会議の進行を市長にお願いしたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

中山市長 

それでは、会議次第に沿って進めてまいりたいと思います。 

本日は冒頭挨拶でも申しましたが、「新小学校開校に向けた現在の状況と今後の取り組みについて」

を議題といたしております。 

令和 9 年度開校に向け、これからさらにハード面、ソフト面ともに計画に沿って、着実に進めてい

かなければなりませんが、その中で、今の状況を踏まえ、本日は 2 点について協議したいと考えて

おります。 

1点目は、「新小学校の施設を利用して行える新たな教育について」、2点目は、「校名について」、こ

の 2 点につきまして、学校課より説明いたしまして、委員の皆様からのご意見をいただきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 
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まず 1 点目の「新小学校の施設を利用して行える新たな教育について」お手元の平面図と図書スペ

ースのイメージ図をお配りしておりますが、新小学校の施設を活用して、これまでにない新しい教

育が、どのような形でできるのかということについて、学校課からご説明をさせていただきます。 

よろしくお願いします。 

 

牛田学校課主幹 

それでは学校課よりこれからの教育について簡単にご説明させていただきます。着座にて失礼いた

します。 

お手元の資料の平面図、内観透視図、この 2 部をご覧ください。まず、図書スペースについてご説

明いたします。平面図の 2枚目、2階の平面図をご覧ください。 

新小学校の児童玄関は 2 階になっております。児童が登校し、校内に入ると目の前にまず目に入る

のが大きな図書スペースになります。 

今回は、図書室として 1 室設けるのではなく、校舎の中央に図書スペースとして大きく配置をして

おります。 

また、図面上に 2として囲んでいる成長の大階段は、2階から 4階まで繋がっており、壁面に図書を

並べ、児童が本を手に取りやすい環境としております。 

内観透視図の 1をご覧ください。この図は、2階から 3階のイメージとなります。 

児童が手に取ってすぐに本を読むスペースを設けたり、小空間のスペースとしデンを設けたりし、

落ち着いた空間で読書に親しめるように計画しております。 

内観透視図の 2枚目をご覧ください。こちらにつきましては、3階から 4階にかけてのイメージとな

ります。 

各階段を上がった各フロアにも同様のスペースを設けております。3階 4階とほぼ同じ仕様になって

おります。そちらにも読書に親しめる空間にする予定です。 

また、天井は膜天井とし、採光を確保しつつ、温かい雰囲気で読書に親しむ計画です。 

最後に内観透視図 3をご覧ください。こちらは 4階から 2階までを見下ろしたイメージとなります。 

中央の図書スペースから 4階まで一体的に繋がりのある配置計画となっております。 

また、開放的で見通しの良い空間となっております。このように児童の生活の中において、自然に

本とふれあっていく計画をしております。 

このような環境整備を行うことで、児童の読書活動がより豊かになるものであると考えています。

続きまして、各教室の活用方法についてご説明させていただきます。もう一度 2 階平面図の方にお

戻りください。 

今回の新小学校の普通教室と特別支援教室については、2階以上に配置しております。その各教室の

仕様はこれまでの学校とは大きく違っております。 

各学校の教室の多くは、廊下とは出入口のみの接続でしたが、今回は多連引きの扉を採用すること

で、大きく教室を開放して使用することができるようになっております。 

これにより、これまで行われた学習形態以外の学習も可能となってきております。 

1階の平面図 3をご覧ください。校舎の 1階には、交流スペースを設けております。 

これからの教育には、同学年、異学年、地域の方、専門家など、多様な人と協働することが求めら



4 

 

れています。 

多様な異なる考え方が組み合わされており、よりよい学びを生み出せるように、様々な人との交流

を考えていく必要がございます。 

こういう習慣を通して児童に学年の実態に応じた資質や能力を身につけさせたいと考えております。

以上でございます。 

 

中山市長 

はいありがとうございます。 

ただいま学校課から新たな施設を、それを活用した新しい教育について説明をさせていただきまし

たが、これらにつきまして、委員の皆様からのご意見ご質問等をお伺いしたいと思います。 

 

福良委員 

それでは感想っていうようなことで、実際こういうふうな図面にして、本当にいろいろ考えられて

素晴らしいものが形になりつつあるなっていうふうな気がしております。 

子供たちが手に取ってみたくなるなっていうふうな木の温かみというのを感じられて、いいなって

いうふうな気がします。 

これにプラス、アナログ的なアナログというか実際ペーパーで取ってみるのと、それからもう一つ

これからって、デジタル的なものを iPadなんかで読書したりとか、そういうふうなのも取り入れて

くるっていうふうな、あるいはいろんな資料を探したりっていうふうな検索の意味合いも含まれて

くるのかなっていうふうな気がします。 

昔はそれこそコンピュータールームといいますかね、そういうふうなのもあったんですけども、こ

の頃は Wi-Fi 環境が整っていて、全学校の Wi-Fi 環境も体育館も含めてきっとどこにでもそういう

ふうな環境があるんだろうなっていうふうなことで、すごいこうなんかワクワクするような空間が

できつつあるなって、もうぜひ無事にこういうふうな学校ができるといいなっていう、それが感想

でございます。 

 

中山市長 

はいありがとうございます。今のご意見に何か補足することはございますか。 

デジタルサイネージとか準備をして、まあこれは備品のことなんだと思いますけど、どうですか。 

 

山下学校課長 

はい失礼します学校課です。 

デジタル図書っていうふうなものもあると思うんですけれども、大きな高校とかにちょっと話聞い

てみましたら、雑誌類は毎月変わりますので、そういうふうなものはものすごいやっぱり高校生は

活用するという話も聞いてございますが、小学生はちょっと雑誌類となると違うかなというのは感

じがしております。 

例えばどんどん進んでる自治体もあると聞いておりますので、ちょっと研究しながらですね当初予

算の部分もあるので関係課等とも協議しながら検討していきたいなと思っております。 
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よろしくお願いいたします。 

 

福良委員 

教科書も、先ほどのペーパーの状態とデジタルの教科書っていうふうな両方の導入みたいなのを考

えられているやいうふうなことも言ってますし、図書もひょっとしたらっていうふうな、そういう

ふうな希望する、もちろんペーパーは大事だと思うんですけれどもね。 

じっくり読む素晴らしいいいものだと思うんですけれども、将来的にはどういうふうな形になって

いくかっていうのは私なんかもう想像もつかないんですけれども、ひょっとしたらそういうふうな

方法も進んでいく可能性もあるかなっていうふうな気がしております。予算が大きな率を占めるか

なとは思うんですが、感想です。 

 

中山市長 

はいありがとうございます。次は渡辺委員お願いします。 

 

渡部委員 

この間図書室のものを見まして、すごくワクワク感があって素晴らしいスペースでぜひ子どもたち

の読書力を上げてもらえるかなと思います。 

今子どもたちがとにかく夏休みの宿題にしても、一番最後に残ってやってるのは読書感想文です。

とにかく活字を読まない。今あのさっき福良さんからもありましたけど、今でももう検索をして、

何か調べるというようなことを活字でしないというような感じで、本当に本を読む子が少なくなっ

てきていると思います。 

なので、子どもに本を読むようにって言った中で、親が本を読む、子どもはやっぱり子どもも読ん

でいますけど、親自体も大変忙しいということで、そんなにもう読書しなさいと言わないというか、

だからぜひもう学校でそういう図書に親しむ、あえて活字で想像力を小さいときからの想像力を育

てるっていうか、私自身は例えば映画にしても、本を先に読んで感動して、素晴らしいなと思うも

のが映画になったとき、もうとっても薄っぺらくてぐっとするようなことが何度もありました。 

だからやっぱりもう本を読んで、自分の中でこれはこうなのかああなのかって思う想像力っていう

のは、いろんなことのこれからの子どもたちのモノを作り出す、いろんなものに、職業に就いても

何にしても、基礎になると思うんで、これはどんな本も他と同じものと 1 年生から 6 年生までの子

どもに沿ったちゃんとしたものを、興味があって引き込めるようなものを置いて読書の時間という

のを確保してそれに対しての評価をするようなシステムを作っていいから、今も読書管理してると

思うんですけど、もうちょっといろんなことに対する評価っていうか、それはすごく大事だろうと

思います。 

本を読みなさいよっていうのは絶対駄目だと思うので、そういうところを工夫をされて市としての

取り組みなんかそういうものを評価をしてあげるようなことをすればいいと思います。 

せっかくこんな素晴らしいものを作るんであれば大人でもちょっとと思うぐらいの感じです。 

はい。楽しみにしています。 

 



6 

 

中山市長 

はい、ありがとうございます。 

そしたら眞井委員お願いします。 

 

眞井委員 

図面をもらったんですけど、僕らが小学校のときだったら図書室は図書室ってこう区切られたスペ

ースだったんですけど、こういう教室も隣合わせで繋がっとったりとか、図面のこういうスペース

もあるということは、恐らく学年 1 年生から 6 年生が一緒に使えるような、使い方を想定して多分

設計されたと思うんです。 

そしたら図書室をいつ使うかってなると大体ね、休み時間とかに見たりするような感じだと思うん

ですけど、せっかくこういうね、こういうスペースがあるんだったら、それを休み時間だけしか使

わないとやっぱ勿体ないので、何とか授業で、学年とか関係なく合同の、図書室の本を利用したよ

うな授業みたいなのを例えば何かテーマに沿って、この本で調べものをしながらこうするっていう

ようなこういう使い方が図書室でできたらいいかなと思うんです。 

そしたら今の時代って若い人のコミュニケーション能力であったりとかこういうのがちょっと何で

も携帯の文字とかこういうのに頼って、うまく口で面と向かってコミュニケーションが取りにくい

っていう若い人も多いと聞くので、小学校のうちから 1 年生 2 年生の低学年の子が進んで 5 年生 6

年生の人にこれどこで調べたらいいかとか積極的にコミュニケーションをとる、そしたら年長の学

年の子は下の子に教えてあげながらするっていうのはすごいなんか、これから成長していくにつれ

て、人と会話したりする能力っていうのが結構身につくのかなと思うんで、この図書室を使って学

年関係なく、交流しながら、授業ができるような、そういうのを考えてやっていただけたらいいか

なと思います。 

以上です。 

 

中山市長 

はいありがとうございます。 

眞井委員のおっしゃった通りですね、この新たな教室の形や図書スペースまた交流スペースなどを

利用した教育につきましては、昨年度の総合教育会議での話題もありました繋がりによる子供たち

が育つ学校という基本コンセプトのもと定められた新しい点に対応した教育環境の整備や児童同士

や、地域住民との繋がりを作るための機能を備えた施設整備を目指すといった基本方針を踏まえた

ものであると思っております。 

これがこういう形で子どもたちの意識がどんどん高まっていけばと思います。 

どうもありがとうございました。 

 

福田委員 

先ほどの学校課からのご説明を聞かせていただいて、まず小松島市の子どもたちの素晴らしい環境

作りが出来上がってきたなというものすごく第一印象として感じました。 

先ほど話題にも出ておりますけれども、図書室のオープンスペースを活用した図書室の、また 4 階
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ですか、吹き抜けの環境ものびのびとした環境の中で図書室も充実もされているし、オープンスペ

ースという意味ではその交流スペースとか仲良しテラスで授業とかっていうこともございますが、

本当に今の時代にあった学校環境がこの中に実現していくのかなというふうなこういう新しい良い

印象を持たせていただきました。子どもたちが通い始めて、将来の可能性をたくさん秘めた子ども

たちが通える素晴らしい環境になっているのかなという気がいたしました。 

一つ私個人的には南小松島小学校にも関わった経験もございますが、そのときもやはり一つ大きな

有名な松がございますけれども、その松がどこ行ったのかなっていうまず一番にそれが目につきま

した。 

確か校舎の配置は確かあそこの校舎の敷地の南の方ですかね、どちらにしてもあの場所は動かさな

いといけないのかなとは思うんですが、そのままでいいんですよちょっとよくわかりませんけれど

もここに位置づけがされておりますし、新旧混ざったそういうのも含めた上での新しい小松島の学

校が出来上がっていくのかなと古いものを大切にしながら、伝統を踏まえた上でも、また新しい小

松島の気配りのページにされた学校が出来上がっていく、そんなわくわく感をひしひしと感じさせ

ていただきました。 

これ順調にこの計画通り工事がまた進んでいきますように、ご期待申し上げて感想とさせていただ

きます。 

ありがとうございました。 

 

中山市長 

はいどうもありがとうございました。 

今のところの計画ではですね正門入ったところ、松はその位置で残すことになっております。 

福田委員おっしゃるようにですね子どもたちの可能性をどんどん広げていくような学校になること

を期待して、今計画を進めているところであります。 

 

小野寺教育長 

学校っていうものはどういうものかって考えたときに、自分たちが小さいときっていうのは家には

ないけど学校に行けば楽しいことが、学校はとっても魅力がある、こういう感覚が学校に対する僕

のイメージなんです。 

それで今の子どもたちにとって、今の小松島市の学校は正直言ってトイレだって家の方が綺麗とか、

そういうふうな話で言われました。 

でも今回のこの新しい学校は、家にないものそれが学校には魅力としてあるっていうことが、僕は

ここに表れてるのかなと感じました。 

最初のこの透視図の 1 枚目見たときに思ったことは、ハリー・ポッターじゃないけど、本当にね、

本に囲まれるっていう空間てなかなかないんですよね。そういう意味で当時の空間の中に本部が配

置されているっていうことは子どもたちにとって、本っていうものに対しての感覚っていうものが

すごく変わってくるんじゃないか、これはすごく魅力的だなと思います。 

ただ、今まで関わってきて気づかなかったことなんですけど、さて、耐震はどないするかはまたち

ょっと考えていただけたらなと。 
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上に本があって楽しい、上に本があるっていう感覚がすごくいいんだけど、落ちてきたら困ったか

ないうのはちょっと思います。 

これは今後内容ということで、それと先ほどから何度も話が出てますけれどもね。 

中心にあるから１年生から 6 年生までの子どもたち、先生方がみんな通るっていうことですよね。

やっぱこの魅力は交流なんですよね。みんなが通るんですよ。 

今まで図書館っていうたら、先生方が本を管理することに必死、本を傷つけられたりなくなったり

することをメインに考えて指導している。 

でも今回の新しい学校はそうではない。 

先生方はサポートに入って子どもたちが自分たちで自主的に、よりよい学校を求めていくっていう

ふうなことが教育できるのかなと思っています。 

管理をすることよりも、子どもたちが自分たちで自分たちのより良い生活とかより良い学習を求め

ていくっていうふうな場を提供していくっていうことが、これからの学校にとって一番の魅力じゃ

ないのかな。 

だから教室の廊下側を外すっていうことにも当然賛同しているわけでございますけれども、教科担

任制であるとか、グループ担任制であるとかね、すごく工夫ができた新しい学習ができる。 

個に応じた学習が 2 人ペア学習が今までやったら教室の中だけで行っていたものが、廊下で調べて

もいいじゃないかタブレット持って、廊下でしながらこっちの教室の端の方でもしよってもいいじ

ゃないか、それが認めていける、ないしは学年全体でするときは廊下で学年全体でしたらいいんじ

ゃないか、こういうふうな本当にクリエイティブな事業が可能な校舎であって県下の中でもなかな

かこの校舎はないというふうに私は思っています。 

ただ、絶対にお願いをしておくことは、これだけの魅力ある校舎を使うんは先生方です。 

南中学校のときの反省で、先生方がこの校舎の良さを最大限に活用できる。 

おそらく学級王国的な自分のテリトリーだけできたらいいっていう考え方の指導ではもたん。みん

なで良くなっていくっていうふうな、そういうふうな教師集団っていうのを先生方にお願いをして

いくっていうことが一番大事なのかなというふうに思っています。 

以上です。 

 

中山市長 

はい、ありがとうございます。様々なご意見をいただきまして本当にありがとうございます。 

概ねこの計画に賛同いただいたかと思いました。 

渡辺先生おっしゃったようにですね、活字に触れ合う生活っていうのは非常に大事だと思います人

間形成の場におきまして、と思っております。ただ、本市図書館もそうですけど蔵書の数をどうし

ていくかっていうのが大きな問題で、毎年 300 万から 350 万円ぐらいしか会計予算を取ってないの

で、今の小学校が学校小中学校の図書館の蔵書の量というのは、たかがしれてると思うので、今後

の学校運営の中で、事務所の方でいかに増やしていくか興味を引くような本をいかに設置していく

かということが今後の大きな課題の一つではないかなと思うのと、図書館もそうですけれども、先

ほど教育長がおっしゃったように、地震のときに飛んでくる本をどうするかっていうことも大きな

課題になるのではないかなと思っております。 
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また今後検討していただきたいと思っております。やはりいろんな交流の場、世代を超えた広域の

場、地域を越えてですね、学校から地域の人たちが触れ合えるような学校になってですね、ますま

す子どもたちの未来明るい未来へ繋がるような校舎または教育をしていただくことが実現するのか

な、そういうふうな計画がいろんなところに散りばめられているのではないかなと思っております

ので 1 日も早くこの計画が着実に進むようにですね、皆さんのこれからも応援をいただきたいと思

っております。 

よろしくお願いします。 

それでは 2点目の校名について、に進みたいと思います。 

これにつきましては、344の応募があった中、現在３候補に絞られております。なお、この総合教育

会議の後、委員の皆様に改めて協議していただきまして、校名を決定するとのことでございますの

で、３候補に至った経緯の選定理由につきまして、学校課より詳しく説明をさせていただきまして、

委員の皆様のご意見を伺うとともに、できればまた先ほど同様にですねお 1 人お 1 人のご意見をい

ただく中で候補を一ついただければと存じますので、よろしくお願い申し上げます。それでは、学

校課お願いします。 

 

牛田学校課主幹 

失礼いたします。お手元に仮称 新小松島小学校校名案と書かれた A３の資料をご覧ください。 

これまでの校名の選定についての経緯をご説明させていただきます。 

昨年 9月 5日から 10月 20日まで校名募集を行ったところ、県内外より 344の応募がございました。 

その内訳といたしましては、未就学児 4名、小学生 150名、中学生 68名、一般 122名の応募がござ

いました。 

さらにその応募の内容といたしましては、読み方 190種類表記 215種類ございました。 

それらを 11月 27日に行いました。 

総務部会で 6候補に、さらに 12月 19日の第 2回学校再編準備会議で審議および投票を行うことで、

現在資料にございます 3 候補を、仮称新小松島小学校の校名候補として挙げさせていただいており

ます。 

資料のご説明をいたします。 

資料の緑色で着色しているところにつきましては、応募者の校名表記、候補数、主な応募理由につ

いて記載しております。 

資料の青色で着色しているところにつきましては、第 3 回総務部会でのご意見をまとめてございま

す。 

資料の黄色オレンジっぽくなっているところで着色されておりますところは、第 2 回学校再編準備

会議で投票を行った際の得票数を表しております。 

この校名を制定するにあたり、子どもたちが仲良く生き生きと活動するにふさわしい内容であるこ

と、地域内外の住民に長く愛され、親しみやすい構造であること、読みやすく子どもたちが書きや

すい校名であること、県内に同じ名前の学校がないことという観点のもと、選考を行いました。 

それでは現在候補として挙げられております校名について一つずつご説明いたします。 

一つ目の候補”ハナミズキ”でございます。このハナミズキは市の花でもあることから、多くの応
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募がございました。 

表記は様々で、ひらがなのみ、漢字かなまじり、漢字のみ、地名を指す小松島がついたものが応募

されておりました。 

また総務部会においても多くの票を集める結果となっております。 

総務部会の意見を、白丸と黒丸表記で挙げさせていただいております。 

白丸表記はどちらかといえば肯定的なご意見、黒丸表記はどちらかといえば否定的なご意見として

分類させていただきました。 

肯定的なご意見といたしまして、市の花ハナミズキの採用も良いのではないか。ハナミズキは子ど

ものことを考えた理由が多くありました。 

どちらかといえば肯定的な意見といたしましては、ハナミズキを採用すると次はどうなるのか。 

ヤマモモになるのか。というようなご意見。 

また、ハナミズキは愛称のような、ニックネームのような感じで感じられてしまう。 

ハナミズキは校章や校歌に取り入れればよいのではないか。 

というふうなご意見がございました。 

準備会議の得票数といたしましては、4票と 2番目に多い結果となっております。 

二つ目の候補”小松島”でございます。 

この小松島は最も多くの応募がございました。 

表記はひらがなのみ、また現在ある小松島小学校と同様の漢字のみの表記が応募されておりました。 

肯定的なご意見といたしましては、小松島小学校は小松島町に位置しているため、新しい校名にし

ても問題ないのではないか。 

小松島小学校は、新しい学校としての意味合いを理解してもらえるのなら、この校名が望ましいの

ではないか。 

否定的なご意見として、南小松島小学校の位置に小松島小学校ができるともめるのではないか。 

また、今ある校名を採用すると使われていない校名がある学校からすれば不満なのではないか。 

というふうなご意見が寄せられております。 

準備会議の得票数といたしましては、6票と最も多い結果となっております。 

三つ目の候補”中央”でございます。 

こちらの中央の表記は漢字のみの表記が応募されておりました。 

肯定的なご意見といたしましては、小松島市の中心部にあるから中央が入っても良いのではないか。 

否定的なご意見といたしまして、南部の再編について、中央に対して南部と決まってしまうのでは

ないか。 

そういう意見がございました。 

準備会議の得票数といたしまして、3票と 3番目に多い結果となっております。 

総務部会では、新小学校の校名選定の全体的な意見として、公立の小学校ですので、地名を校名に

入れると位置関係がわかりやすい。 

シンプルで小松島らしい校名が良い。紛らわしさのない校名が良い。 

校名が長いと小学生が書きづらい。私立ではなく公立なので地名のついた校名が相応しいといった

意見が出てございました。 
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最後に、準備会議では、小松島という地名を取り入れた方がわかりやすいと言われるのではないか。

小松島小学校になるのであればひらがな表記も良いのではないか。 

未来を見据えた学校名として決定してもらいたいというご意見を頂戴しております。 

以上でございます。 

 

中山市長 

ありがとうございます。ただいま学校課より説明いたしました経緯によりまして、最終候補として

選ばれたのが、「ハナミズキ」「コマツシマ」「チュウオウ」の 3候補となっております。 

それぞれに肯定的な意見、否定的な意見があるようですが、3候補いずれも、読み書きしやすく、子

どもたちをはじめ、地域の方々にも末永く愛され親しまれるような校名となっております。 

選ぶのが大変難しいかとは存じますが、委員の皆様方のご意見を伺いたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 

福良委員 

本当によく考えられて、選定に携わる方々も工夫したんじゃないかなというふうな気がします。 

結論から言いますと、私も個人的な意見ですけれども、いろいろ応募理由というか意見の中にもあ

ったんですけれども、やっぱり漢字の小松島小学校っていうふうなのが相応しいのではないかなと

いうふうな気がします。 

やはり理由にもありましたけれども、公立であるっていうふうなこと、それと小松島町に位置して

いるというふうなこと。 

私は芝田小学校出身ですけれども芝田小学校も芝生と田野、町名からこういった名前っていうふう

なことも聞いております。 

芝田小学校の名前がなくなるっていうのは寂しく卒業生としては思うんですけれども、それは他の

学校の方も同じかなとは思うんですけれども、逆に小松島小学校という名前がなくなったらさあど

うなるんだろうかなってもう逆に寂しい感じも。 

新しくできる学校以外に小松島小学校と名乗れる学校っていうふうなものの相応しさっていうふう

なのはどうなのかなっていうふうな気もして、やはり小松島小学校っていうシンプルでかつ小松島

を表している位置的にも相応しいというふうなことで個人的な部分も多い大きいんですけれども、

漢字の小松島小学校というふうな校名が相応しいのではないかなと思います。 

 

中山市長  

ありがとうございました。それでは渡辺委員のほうからお願いします。 

 

渡部委員 

この全体の資料を見させていただいて、やっぱりもう〇〇先生と一緒で、漢字の小松島小学校の表

記がやっぱりなんていうかきちんと入っていたらいいんですけど、小松島市が存続する以上、やっ

ぱり小松島という名前は絶対残すべきだと思うので、一応ここにも私立だったらまた違うと思うん

ですけど、やっぱりしっかりとした感じというか、市の存続の関係でやっぱりこの小松島小学校の
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漢字表記がいいと思いました。 

これアンケート取ってる人数自体は少ないんですけど、やっぱ少ない中でも一番多いのはやっぱり

そういう全体の意見だろうと思いますし私自身もこの小松島小学校の漢字表記でいいと思いました。 

 

中山市長 

はいどうもありがとうございます。 

それでは眞井委員お願いします。 

 

眞井委員 

僕も個人的には最初は、せっかく新しい新しい学校を作るんだったら、もう今までと全然違う名前

をつけたらいいんじゃないかと思ってハナミズキとかいいかなと思っとったんですけど、やっぱり

将来これから 30年後、40年後のことで考えたときにこれはあんまりよくないことなんですけど、学

校側の数が減るっていうことがあったりとか、逆に学校が増える可能性も子どもの数が増えて、学

校は新しい学校また作るってなったときに、やっぱりわかりやすい名前の方がシンプルで先のこと

を考えたらいいんじゃないかなと思って、僕もやっぱり小松島小学校がいいと思います。 

表記に関してはもう本当漢字にするかひらがなにするかって言われたときに書きやすいとかでなく

て、どうしてもひらがなの方が柔らかくていいっていう人もいれば、漢字の方が看板にしたときに

かっこいいとか、これはもう僕は漢字がいいかひらがながいいかっていうのはちょっともう決めづ

らいっていうか、その辺はもうこれから話し合いになるんでしょうけど、僕はもう表記に関しては

もうどっちでもいいっていうとあれですけど、個人的にはやっぱり見た目的には漢字の方がいいの

かなとは思います。 

以上です。 

 

中山市長 

ありがとうございます。 

それでは福田委員お願いします。 

 

福田委員 

はい、お願いします。 

先ほど施設の方のときも申し上げたんですが、やっぱりこの新小学校の出発にあたってはやっぱり

小松島の新しい出発なのかなという、それがまず第 1 印象としてそんなつもりで期待をしていると

ころなんですけれども、そういう意味でも、今現在 11小学校そこから新しい小学校が生まれてくる。 

小松島を代表してくる小学校が第一号が生まれるんだっていう思いからすると、これまでの地名を

大事にしたいなと思いますし、それからもう既に中学校で言うと小松島中学校、小松島南中学校、

小松島という名前を使っております。 

県立ではありますが、小松島高校もございます。 

やはりバスを代表するという観点から考えても大事なことなのかなというふうに思っております。 

それからもう一つの細かいちょっと中央小学校っていうの名前につきましてはですね、私はついつ
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いもう既に死語になりましたけど、表日本裏日本という言葉が昔ありました。 

それをちょっと連想してしまうんですね。 

中央っていうと次に心配事ができてくる二番目の新しい小学校。 

こちらも仮に中央だったら向こうはちょっとその表日本裏日本と同じような連想を今してしまいま

した。 

そんなことも含めて、将来的にやっぱり将来を展望しながら、新しい小学校の名前も考えていくべ

きなのかな、未来を見据えて、しかも小松島の新しい従来の小学校から新しい小学校に生まれてい

く。 

そんな意味で地名を大事にした命名ができればなというふうな感じをしました。以上です。 

 

中山市長 

はいありがとうございます。 

それでは教育長お願いします。 

 

小野寺教育長 

議員の皆様方のね、ご意見と重複する部分があるんですけれども、私最初、ハナミズキが良い温か

いなと言って、非常に耳あたりもいいし、小学校の子どもたちにとったらいいかなってすごく思い

ました。 

でも、それからずっといろんなことを考えてきました。 

だって、校名をつけるときに東京とかの方に行くとね、やっぱり第 1第 2 とか第 3 とかいうふうな

つけ方とかを今だにしているところがあります。 

これはね、どんどん増えているのですよ。人口が。 

学校数も増えてきたらそういう付け方になっていく。なるほどな。この場にうちの現状はさっきお

っしゃったけど、増えるってことは考えにくい。 

そこから 4 校ないしはその後は見直しをかける。そう考えたら、やっぱり減っていく学校の中での

校名になってくるってこと。そうなってくると。 

先ほどから委員の皆さんもおっしゃっているような小松島を代表する北部の代表校になるのは明確

なんですよ。 

一番大きいのだから。ここにやっぱり夢と希望を持たしていくっていうことは、やっぱ小松島を代

表するっていう意味合いを考えたら、そういう名称っていうものを検証していくことの必要性があ

るのかな。 

ただ、先ほど意見の中にあった、今ある校名を採用すると使われていない校名がある学校からすれ

ば不満なのではないかと、こういうご意見があります。 

でもね、この意見を払拭するぐらい新しい学校に魅力を持たせるべきです。 

リスタートを切ってこんなにいい学校を作るんだから、新しい学校を作っていくんだからていうふ

うな形があれば、この部分の否定的な意見にはお答えできるのではないのかな。 

これ事務局ちょっと確認なんですけれども、校章とか校歌についてはどう考えとるんですか。 
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牛田学校課主幹 

校章・校歌については新しい小学校になるということですので、新しいものを設定してスタートを

切るというようなイメージでおります。 

 

小野寺教育長 

ということを考えたら、名前が同じであろうと全く新しいコンセプトで新しい学校を作るっていう

ふうな意味合いの校名でいいのかなと思っています。 

これひらがな表記がええかなというのもごっつい悩みました。 

それをね何人かの方に聞いたときにね、もんてきた答えがね、教育長さん小松島の名前のルーツっ

て知ってますかって。 

これ平安時代に戻るんですけど、諸説あるんですけれども、やっぱり平安時代の京都の仁和寺の荘

園っていうふうなところからスタートして、ここはコマツっていう言葉が入ってるんですね。 

これ漢字表記なんですよ実は。あの時代ですから。あんたね、漢字っていうのは大切な思いが入っ

とんですよと言われました。 

そういうふうなものを考えていったらいい名前になるのかなっていうふうに今は思っております。 

以上でございます。 

 

中山市長 

ありがとうございます。先ほども全ての委員の皆様からですね、漢字表記の小松島でいいんではな

いかなっていうご提案をいただきました。 

冒頭で申し上げたようにですね、この会議の後、改めて協議いたしまして、今回決定することとし

ておりますのでよろしくお願いしたいと思います。 

本日の議事につきましては終了いたしました。 

貴重なご意見をいただきありがとうございました。 

開校に向け、工事の進捗と並行して、通学支援や通学路に関すること、工事期間中の体育館や運動

場の利用に関すること、送迎対応スペースや駐車場に関することなど、これから進めていかなけれ

ばならない様々な課題が山積しております。 

本市の現在の財政状況は、大変厳しい状況ではございますが、新小学校開校は、市の最優先すべき

事業として、教育委員会だけではなく、全庁が連携し、これら課題に取り組んでいるところであり

ます。 

委員の皆様方におかれましても、随時、ご相談ご報告をさせていただきながら、これら課題を一つ

ずつ、適正かつ迅速に解消し、1日も早く子ども達が、新しい学校において、安全で、楽しく元気に 

笑顔あふれる学校生活を送ることができ、保護者の皆様や地域の皆様にも安心していただけるよう

努めてまいりますので、引き続きご支援ご協力を賜りますようお願いいたします。 

最後になりましたが、本日の報告及び協議を踏まえ、今後もこれまでの方針に基づき、整備を進め

させていただくことでご同意いただけますでしょうか？ 
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委員 

はい。 

 

中山市長 

ありがとうございます。それではこれをもちまして、令和 6 年度小松島市総合教育会議を終了いた

します。 

本日は、誠にありがとうございました。 

では事務局からお願いします。 

 

岩永秘書広報課長 

教育委員会の皆様、本日はありがとうございました。以上をもちまして、令和 6 年度小松島市総合

教育会議を閉会いたします。本日はお世話になりました。 

 


